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剛
年
度
供
用
開
始
を
め
ざ
す

下水道は、都市幣備の根幹をなす施設であり、市民の生活環境整備として欠くことのでき

ない公共施設です。当市では､総合振興.計画にもとづき下水道事業の実施計画を進めてきま

したが、国庫補助事業として認められ、本年度から継続事業によ'） 、幹線ルートの下流部・
高浜3丁目 （加工紙アパート南側）から工事に着手いたしました。

今年度工事は、幹線管楽（ヒューム管の内径1.2メートル・土被り42メートル）及びサー

ビス管（ヒューム管の内径0.25メー|､ル・土被り2．0メートル） を市道30号線のおおむね中
央に埋設する工事です。今後は、上流へli'jけて工事を進め、 さらに下流に終末処理場を建設

して、駅を中心とした既成市街地については11召和61年度供用開始（使用）の見込みです。
なお、工事を進めるr1ｺで、地域住民の方に何かとご迷惑をおかけいたしますが、充分配盧
して工事に取')組みますのでこ協力をおれかいします。

北
工
事
は
高
浜
三
丁
目
か
ら
Ⅳ

下

萩市市民憲章
壱
同
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聖
雪
奉 動

旧
３
１
１

の
月口

８
口
帯

人
男
女
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現在

1 ， 904

5 ，610

6， 294

8，912

蕨1蕪
たいせつにし、美しいまちをつくりましよう

を守り、明るいまちをつくりましょう

正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

|動き、豊かなまちをつくりましょう

りのある、あたたかいまちをつくりましょう

が 前月比
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礼儀を正しくし、

元気で働き、篝

思いやりのある、
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常
磐
自
動
車
道
の
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
が
、
八
月
二
十
五
日
、
日
本

道
路
公
団
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
．

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
ら
ま
し

○
位
置
市
内
上
手
綱
地
内

○
型
式
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ

○
取
付
道
路
県
道
下
君
田
・
高
萩
線

○
イ
ン
タ
ー
チ
ィ
ー
ン
ジ
内
設
計
速
度

時
速
伽
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

○
附
属
施
設
㈹
料
金
所

向
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

常磐自動車道高萩インターチェンジ

－（仮称） 鐺
磐
群
動
蕊
鎮
羅
峠

高
萩
難
瀦
溌
灘
謬
蕊
議
蕊
砿
澁
澤
蕊
溌
識

至北茨城至十王

剰:: ::::X: : :藍謎？

○
今
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定

路
線
発
表
以
来
、
地
元
説
明
会
を
実

施
し
路
線
通
過
関
係
者
の
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
中
心
杭
打
設
、
路
線
測
量
、

地
質
調
査
等
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
日
本
道
路
公
団
で
は
、
図
面
を

ー

手綱工業

団地

作
製
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
つ
い
て
設

計
協
議
に
入
り
、
そ
の
あ
と
、
巾
杭
打

設
・
用
地
買
収
・
工
事
着
工
と
な
り
ま

す
。
工
事
完
成
は
、
昭
和
六
十
一
年
の

見
込
み
で
す
。

常
磐
自
動
車
道
が
完
成
し
ま
す
と
、

高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
起
点
の

埼
玉
県
三
郷
市
ま
で
、
時
速
百
燕
Ⅷ
メ
ー

ト
ル
で
わ
ず
か
一
時
間
二
十
分
で
す
。
国

道
６
号
線
利
用
に
く
ら
べ
約
三
時
間
短

縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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台
風
の
〃
通
路
〃
に
当
た
る
日
本

列
島
Ｉ
な
か
で
も
九
月
は
台
風
の

″
ラ
ッ
シ
ュ
〃
で
、
毎
年
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

台
風
情
報
を
聞
く
と
き
に
気
を
つ

け
た
い
｝
｝
と
と
ふ
だ
ん
の
備
え
に
つ

い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

昭
和
別
年
９
月
醐
日
気
象
衛
星
〃
ひ
ま
わ
り
〃
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
台
風
陥
号
の
写
真
（
提
供
気
象
庁
）

台風に

備えて

台
風
が
日
本
に
近
づ
く
と
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
台
風
怖
報
が
刻
々

と
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
台
風
に
対
す
る
備
え
は
、
ま
ず
、
こ
の
台

風
情
報
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

台
風
情
報
を
聞
く
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
細
か
い
予

▽
一
回
だ
け
の
情
報
で
独
り

報
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

よ
が
り
の
判
断
を
下
さ
な
い

▽
風
の
吹
き
方
に
も
注
意
を

台
風
の
進
路
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
最
初
に
出
し
た
情
報
が
修
台
風
が
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地

正
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
一
方
の
東
側
を
通
る
か
西
側
を
通
る
か

度
だ
け
の
情
報
で
早
の
み
こ
み
を
す
に
よ
っ
て
、
風
の
吹
き
方
と
強
さ
が

る
の
は
危
険
で
す
。
次
々
に
出
さ
れ
違
っ
て
き
ま
す
。

る
予
報
を
注
意
深
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。
幽
側
を
通
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
束

か
ら
風
が
吹
き
始
め
南
東
↓
南
↓
南

▽
地
元
の
予
報
を
大
切
に

地
元
の
気
象
台
や
測
候
所
の
予
報

唾‘ 』､社

台風情報に

ーと
全
国
的
な
予
報

と
で
は
、
表
現
が

違
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合

は
、
迷
わ
ず
に
地

元
の
予
報
を
採
っ

て
く
だ
さ
い
・

地
元
の
気
象
台

は
、
そ
の
土
地
の

防
災
上
の
コ
ヅ
や

被
害
の
出
や
す
い

場
所
な
ど
を
よ
く

西
↓
西
の
順
に
な
り
、
東
側
を
通
っ

た
場
合
も
最
初
は
東
か
ら
吹
き
始
め

ま
す
か
、
次
に
は
北
東
↓
北
↓
北
西

↓
西
の
順
に
風
が
吹
き
ま
す
。

ま
た
台
風
は
左
巻
き
の
う
ず
（
北

半
球
の
場
合
）
の
た
め
に
、
住
ん
で

’
／’
／／や‘ノ

沙
い
ぁ
ｊ
か
い
う
戸
哺
勒
か
ｖ
４
ｆ
Ｙ
巧
渉
Ｖ
４
が
ｖ
外
湯
ｒ
凸
が
ｖ
り
Ｆ
ｖ
ハ
ダ
い
ふ
争
い
凹
凸
分
‐
Ｔ
も
多
Ｖ
凸
‐
ｐ
Ｔ
凸
灘
い
Ⅱ
訂
Ｐ
Ｙ
刈
多
い
み
多
い
Ⅸ
呵
今
ｆ
凸
ｊ
Ｆ
ｖ
４
Ｐ
ｖ
的
ダ
い
り
夕
Ｔ
句
ガ
Ｔ
４
夕
ｖ
引
が
Ｖ
凸
●
嶋
剛
・
簡
獅
倫
鞭
繍
一

守一

》
蓋まず、自分の住ん
で
一

一
▽
非
常
用
品
を
備
え
よ
う

い
る
地
域
の
特
性
を
よ
く
一

至

一
〃
一
川
風
が
近
づ
い
た
ら
、
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
か
大
》

一
一

一
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
Ｉ
も
切
で
す
。
地
理
的
に
は
ど
一

切
人
葱
特
徴
が
ぁ
患
か
、
ど
》

》
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な

》
も
の
を
用
意
し
て
お
き
ま
の
よ
う
な
災
害
か
起
こ
り
一

》

大
や
す
い
か
ｌ
な
ど
近
所

藷《
－
ｉ
』
し
‐
生
』
「
ノ
○

一

罵
蕊
戎
鮭
を
潔
睦
諏
澤
》

ナ

ー
電
池
も
）
▽
当
面
の
食
料
１
６
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
場
一

幸

ｆ

一
品
▽
水
筒
▽
応
急
医
薬
品
合
の
避
難
場
所
や
避
難
経
》

カ

ー

》
（
か
ぜ
薬
、
胃
腸
薬
、
傷
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

》
、
じ

《
薬
、
消
毒
薬
、
ガ
ー
ゼ
な
〃
が
大
切
で
す
。

一
ど
）
▽
ビ
ニ
‐
ル
袋
▽
そ
の
な
厳
坤
い
郵
鮴
一

。
の
ほ
か
携
行
品
な
ど

ん
を
修
理
し
た
り
満
や
典

章

》
こ
れ
ら
の
非
常
用
品
を

だ
水
鋤
渚
ま
ゞ
て
い
る
と
↑
忠

一
準
準
誰
蛙
催
い
痙
吾
、
沖
傳
、
ろ
は
掃
除
を
す
る
な
ど
、

一

澪
勺
Ⅱ
、
□

《
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
い
ふ
だ
ん
か
ら
家
の
周
り
の

了
犠
の
橋
総
を
銅
ろ
‐
蕊
蒲
ｉ
隆
一
一

《

ｒ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｉ
ｆ
ｉ
Ｌ

い
る
地
域
の
東
側
を
通
る
か
西
側
を

通
る
か
で
、
風
の
強
さ
が
か
な
り
違

い
ま
す
。

西
側
を
通
っ
た
台
風
は
、
台
風
自

身
の
風
と
、
台
風
を
押
し
流
す
風
が

同
一
方
向
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

よ
り
強
い
風
に
な
り
ま
す
。
反
対
に

東
側
を
通
過
し
た
場
合
は
、
台
風
の

風
と
台
風
を
押
し
流
す
風
が
ぶ
つ
か

ー

り
あ
う
の
で
風
が
弱
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
風
向
き
の
変
化
と

台
風
の
進
路
に
は
密
接
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

風
の
吹
き
方
を
知
っ
て
い
る
と
、

も
し
、
停
電
な
ど
で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
情
報
が
聞
け
な
く
な
っ
た
場
合

で
も
、
台
風
の
動
き
を
知
る
有
力
な

手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

(3)
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国勢調査見たまま聞いたまま
テレビ小説｢なっちゃんの写真館｣でおなじみの星野知子さんが､総理府統計局を訪れました。

国勢調査は私たちの暮らしに

らない大切な調査だと聞いています。

れから、どんなふうに利用されるの？ ：

統計局でいろいろお話を伺いました。 ；
いて､私が､見たこと、聞いたこと、を

みなさんにもお知らせしましょう。

星野知子さん

｢なっちゃんの写真館｣で、

キャリア．ウーマンの

草分けともいえる

ヒロイン､なっちゃん心を

演じています。

世
界
の
主
要
脚
は
も
ち
ろ
ん
、
発
展

途
上
国
で
も
国
勢
調
沓
は
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
欧
米
諸
国
は
、
日
本
よ
り
も
国

勢
調
査
の
歴
史
は
古
く
、
た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
で
は
一
一
吋
。
年
、
イ
ギ
リ

れ
た
の
は
大
正
九
年
二
九
二
○
年
）

の
こ
と
。
以
来
５
年
ご
と
に
簡
易
調
査

と
大
規
模
調
査
が
交
互
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。今

肌
は
十
三
凹
川
で
、
人
脱
棋
洲
代

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

日
本
で
鞘
一
回
の
国
勢
洲
査
か
行
わ

2調査票の記入例国
勢
調
査
は

い
つ
ご
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
し
ら
？

外
国
で
も

国
勢
調
査
は

あ
る
の
か
し
ら
？
．

(1)一般の世帯の例
1指定統計第’号’！

‘ こ銅詞査粟Iと，玩叶以外 oこの実在票I』
: 力目的に健便用しません o記入には｡Z･す
1 から, ありの皇土を記入 o答え堂記入す
‘ してください“

退く配入し

ｰ

⑳国勢調査調査票
昭和55年10月1日 総理府統計局

一
・
、
ゴ
ー
男
匡
子
匡
惚
恥
匡
気
匡
一
員
ロ

ー
凡
川
一
函
酎
己
瀞
鋤
口
｜
牝
ロ
ー

［

例

日

〕

塞

恥

鋤

口

認

口

’

一

（記入は｡E‘ず鳳鉛乗訂正は消しゴムで）

1氏名及び男女の別

ふだﾉ.住んて･いる人含いLなく香いてください

2世帯主との続き柄
孫の配偶者兄弟捕球力配|禺骨は それ

ぞれ孫･兄弟錨鋒に含め二す

世 世帯主の配I易者の父母.祖父母.兄弟姉
妹は それそ．れ父母･祖父母･兄弟

姉鋒仁含めます

帯3出牛の年月
該当する元号【二ついて肥入'ーたうえて・

年及び月を書いて〈た.さL，
貝

'11ー 111泳和大
男 女
画 亡二］

澤
口
鎚
口
率
『
即

孫
口
婆
人
一
率
ロ
ー
ヮ

郡
鍔
口
函
哩
祁
口
輌
二
斗
年

１
‐
口
瀧
口
苫
一
よ

、
最
口
杢
皐
ロ
翠
稚
口
粍
ロ
一

生

一

部

軸

己

嘩

口

一

ス
・
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
○
一
年
に
第

一
回
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
国
勢
調
杏
を
実
施
す
る
国
は
、

し
だ
い
に
塘
え
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
一
九
八
○
年
前
後
に
は
、
川

際
連
合
の
「
’
九
八
○
年
枇
界
人
口
・

住
宅
セ
ン
サ
ス
計
画
」
の
勧
告
に
沿
っ

て
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
か
国

勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
な
か
で
も
、

世
界
め
注
目
を
集
め
て
い
る
の
か
中
田

の
川
勢
洲
作
で
、
来
年
、
十
七
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
わ
か
国
の
調
査
は
、
こ
の
国

連
の
勧
告
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

」
‘
ｑ
Ｊ
Ｏ一

な
ん
の
た
め
に

一
国
勢
調
査
を

す
る
の
？

日
本
全
体
を
一
隻
の
船
に
た
と
え
れ

ば
、
国
勢
洲
企
は
〃
羅
針
盤
〃
の
よ
う

4配偶者の有無

届出の有凝に関係空く配入して（だき
､． !. ‐ ・ ｰ~ 、ー ‐ 、 ‐~

１
１
‐
皇
国
名
三
如
年
Ｉ
“
年

垂
幾
楠
盧
甘
ｚ

鰐
口
梱
己
…
昭
和
調
年
以
嗣

諦
笛
出
生
時
か
ら
已
瀦
尽
一
！
…
－
１

未:§(譜：） 有“死別随$｜
仁． ＝仁．仁．企 ：~.ー ． . ，"、 ．

5国鯖

外国の場合は国名も書L,てく暦さい

員

6現住居に入居した時期

生まれたときから引き続き現在の場所

に に住んて･し･ る場合栓 出生時からに
記入してくださ ･ 、

8本外国 『 ．．

=ER，名

弘
年
ね
月
以
必

Ｉ
弘
年
９
月

釦
年
幻
月

ｌ
釦
年
９
月

輻
年
１
月

⑱
年
ｌ
“
年

昭
和
調
年
以
前

出
圭
時
か
ら

早早
『 7欄へ）8柵

前
列
土
師
～
Ｉ
此
１
Ｆ
：

７
昭
和
卵
年
、
月
以
降
の
人
に
つ
い
イ

６
旧
の
現
住
■
に
入
居
Ｌ
た
時
期
が

つ
い
て

蕊，乳

盤隆

現左と同じ他の 庁M三，
市日T村市日T村 ''国

に． 仁．

"へ} ,爾僅罵腿入, ,"へ，
-- . 曲 . . . - .-.----.…

oo"

~……一一ざ窯△

F

BT村

息嬰‘…"“
主年 場所について記入して〈曙さい
■10 他の市町村力喝合ば そ力師道府
一月

蕊呼辮”雛
LのL人 11大部市と:：東京都区部と札幌･
－に 損浜･川埼･名古屋･京都・大
中つ

阪・神戸・広島･北九‘ﾄ|･' ･偶岡同い

〉ｲて の各市をいいます

8教青

現在学校に在学しているかと' 7かにつ

いて記入Lたうえで矢印に従って記

入して〈ださも、

在学中の人はその学校卒集の人{土最鉾

卒柔学校（中雄退学した人は その前

の卒藁学校） につL,て記入して〈疋きい

子個校・洋数学校を'どIA ここでいう学

校にはきあません

な
も
の
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
国
勢

寺

調
査
に
よ
っ
て
得
た
統
計
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
政
治
や
経
済
の
方
向
を
決

め
る
た
め
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

〃
靴
針
盤
〃
に
狂
い
が
あ
っ
て
は
、

船
は
誤
っ
た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
み
な

さ
ん
一
人
一
人
か
調
査
票
に
あ
り
の
ま

ま
を
正
確
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

氏
墹
は
調
從
も
れ
や
重
複
を
防
い

だ
り
、
記
入
内
容
に
不
伽
が
あ
っ
た
場

介
、
問
い
合
わ
せ
る
と
き
に
必
要
な
の

で
す
。教

育
に
関
す
る
項
目
は
，
日
本
人
全

体
の
縦
肯
水
準
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

別
・
羊
認
別
・
産
業
別
の
敬
育
レ
ベ
ル

調
査
項
目
の

氏
名
、
教
育
、
住
宅
の

広
さ
な
ど
は
、
な
ぜ

必
要
な
の
？

在学中 卒葉 未就学 在学中 革ヨ

T
小学 8斤竿高校

中学学佼旧中
ロに．画

題大 大学

両耳 大学院
に． に．

鋤細畷|淵
亡コロ

乳児

その亀
に．

小学旧骨年辞

中学学校IBE
E．匡。画

短大 大叫

悪耳 大学

に． 匡’
| |m詔挫望畠韮合当ゞ

世帯人員

世帯貝全貝勿数を香

いて〈だ弓い

一』《』一一一』』↑一↓一』一も一

●
答
え
を
文
字
ま
た
は
数
字
で
書
く
場

合
は
、
ワ
ク
か
ら
は
み
川
さ
な
い
よ
う

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
て
記
入
し
た
場
合
は
、
消
し
ゴ

ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
正
し
く
記

入
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
は

も
れ
な
く
記
入

●
調
査
票
に
は
、
あ
な
た
の
世
帯
に
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
い
う
の
は
、

Ⅲ
月
１
日
現
在
、
あ
な
た
の
世
帯
に
、

。
す
で
に
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る

人
・
三
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
人

を
い
い
ま
す
。

●
家
族
以
外
の
人
で
も
、
あ
な
た
の
世

冊
に
三
か
月
以
上
洲
在
し
て
い
る
か
、

淵
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
人
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

入
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
キ
や
ボ
ー
ル

ペ
ン
は
、
黒
色
で
も
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

回〃
ボ
ー ●

訓
査
票
は

●
次
の
人
た
ち
は

記
入
は
エ
ン
ピ
ツ
で

色
場
所
で
調
査
す
る
こ
と
に
な
（

÷

'み

記
入
の

ぺ
れ
ぞ
れ
、
次

し
か
た

９
黒
鉛
筆
で
記

(4)



なっちゃんの、■わが国の男女別人口の推移(単位：千人）

85歳以上

80～84

75～79

70～74

今回の調査に先だって、NHKの連続

－女－

－27，919－

雪
〃

，＃

〃

〃
"必

９
４
９
４
９
４
９
４
９
４
９
４

歳

６
６
５
５
４
４
３
３
２
２
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
９
４

５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
－

６
６
５
５
４
４
３
３
２
２
１
１
５
０

なくてはな

でも、なんのために？そ

もちまえの好奇心を発揮して､総理府

国勢調査につ

"

"
〃『"

”ノノ

″
…
…

る
わ
け
で
す

）

を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
も
と
に
し
て
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
の
政
策
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

前
住
地
は
、
人
口
の
地
域
的
な
移
動

状
況
を
知
る
た
め
に
必
要
で
す
。
こ
れ

は
、
地
域
の
開
発
計
画
な
ど
を
立
て
る

た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
テ
ー
タ
に
な
り

ま
す
。住

居
に
関
す
る
項
目
は
、
い
ま
も
っ

と
も
大
き
な
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
住
宅
問
題
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
も
の
で
す
。
住
居
の
種
類
・
室

数
・
畳
数
な
ど
、
現
在
の
住
宅
事
情
を

詳
し
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
き
め
細
か
い
住
宅
政
策
が
進
め
ら
れ

…
調
査
の
結
果
は
、

私
た
ち
に
ど
う

結
び
つ
く
の
か
し
ら
？

…〃

85歳以上

唖勃’

４
９
４

８
７
７

０
５
０

８
７
７ "／

芋
"65～69

４
９
４
９
４
９

６
５
５
４
４
３

０
５
０
５
０
５

６
５
５
４
４
３

"〃
〃

脚

…
p

■

"重" 蕊蕊女篭熱
56，849＃

ダノノダノ

5,M4'(m3,m2,ml!m

…

…
…

…

…

…

…

■■■

国
勢
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
は
、
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
ざ
ま
さ
ま

な
施
策
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
お
年
寄
り
の
実
態
は
、

こ
れ
か
ら
の
老
人
対
策
を
進
め
る
鍵
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
実

態
を
つ
か
む
こ
と
は
、
母
子
福
祉
・
児

童
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
福
祉
の
面
だ
け
で
は
な

く
、
雇
用
政
策
・
経
済
計
画
・
交
通
計

画
な
ど
も
、
国
勢
調
査
の
結
果
を
基
礎

に
し
て
進
め
ら
れ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
勢
調
査
の
集
計
結
果
を

使
用
す
る
こ
と
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
定

数
、
地
方
交
付
税
の
配
分
、
市
の
設
置

や
、
過
疎
地
域
の
指
定
な
ど
は
、
国
勢

調
盗
人
口
を
も
と
に
し
て
決
め
ら
れ
ま

↑
ｑ
〃
。

歳

４

９
４
９
４

３
２
２
１
１

９
４

０
５
０
５
０

３
２
２
１
１
５
０

騨■■
癖■

堅■■■■■■■■

1,m2,m3,m4|m5,m
資

85歳以上

80～84

注料

総
理
府
統
計
局
「
国
勢
調
査
」

昭
和
充
年
は
、
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
の

〃
中
位
推
計
値
〃
に
よ
る
。

９
４
９
４
９
４
９

７
７
６
６
５
５
４

５
０
５
０
５
０
５

７
７
６
６
５
５
４

〃
〃

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
も
と
づ
い

て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て

調
査
員
を
は
じ
め
、
調
査
関
係
者
は
、

調
査
票
の
内
容
を
ほ
か
に
も
ら
し
た
り

統
計
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
入
し
た
内
容
を
ど
う
し
て
も
調
査

員
に
見
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
方
は
、

調
査
員
か
ら
「
密
封
用
封
筒
」
を
も
ら

っ
て
く
だ
き
い
◎
こ
れ
に
調
査
票
を
入

れ
、
密
封
の
う
え
調
査
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
調
査
票
は
密
封
さ
れ

た
ま
ま
、
市
区
町
村
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

"

調
査
票
の
内
容
は

外
部
に
も
れ
る
こ
と
は

な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
？
．

"
〃

溌溌
ー

溌裳蕊互饒發￥

卜67，613＃
岬
一
轟
一
狸
一
認
一
“
｜
鄙
一
岬
言
一
峠

…

…

…
…

…

I…
…

世
帯
ご
と
に
記
入

●
調
査
票
は
、
世
帯
ご
と
に
記
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
票
で
は
、
一
般
家
庭
の
よ

う
に
住
居
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る

人
々
の
集
り
を
一
つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。

ま
た
、
一
人
で
一
戸
を
か
ま
え
て
暮

ら
し
て
い
る
人
は
、
一
人
で
一
つ
の
世

帯
と
し
ま
す
。

●
次
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
は
、
と
く

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
間
借
り
ま
た
は
下
宿
し
て
い
る
人

○
単
身
で
間
借
り
ま
た
は
下
宿
し

て
い
る
人
は
、
一
人
ひ
と
り
を
一

つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。

○
兄
弟
な
ど
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

間
借
り
ま
た
は
下
宿
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
家
族
ご
と
に
一
つ
の
世
帯
と

し
ま
す
。

・
住
み
込
み
の
雇
人

○
雇
主
と
同
居
し
て
い
る
単
身
の

住
み
込
み
の
雇
人
は
、
雇
主
の
世

帯
に
含
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
調
査
票
の
記
入
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
お
た
ず
ね
〕５

く
だ
さ
い
．
ｉ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
か
い
る
場

合
は
、
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
旅
行
や
出
か
せ
ぎ
な
ど
で
一
時
不

在
の
人
は
、
不
在
期
間
が
三
か
月

未
満
の
と
き
は
自
宅
で
調
査
し
、

行
先
や
出
か
せ
ぎ
先
で
調
査
し
ま

↑
ｑ
ノ
。

か
月
以
上
に
‐
わ
た
る
と
き
は
旅
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錘

む
／
一

蕊
嚇

し

に
親
ゞ

画本

日
銑
鈴

好
き
な
絵
を
柵
い
て
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
へ
寄
贈
し
て
い
る
。

ま
た
、
書
道
も
季
へ
テ
ラ
ン
で
、
さ

る
四
十
九
年
か
ら
五
十
三
年
ま
で
連

続
四
年
間
県
展
に
入
選
し
て
い
る
。

今
、
鈴
木
さ
ん
は
、
近
く
の
薬
師

堂
の
大
天
丼
に
取
り
つ
け
る
薬
草

二
十
枚
二
Ｍ
四
方
）
の
大
き
な

を
描
い
て
い
る
。

「
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
、
い
ざ
捕
こ

と
す
る
と
な
か
な
か
描
け
な
い
ん

す
よ
．
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ん

す
が
ね
。
直
接
み
な
い
と
淵
け
な

と
、
言
言
。

息

蠅
蟻
錫
鶴
舗
榛
繕
鐵
縛
霞
霞
鰻
露
夢
雲
嶬
震
嶬
雫
雫
蟻
癖
蓉
銅
鍾
電
鶴
潮
鰯
嶋
創
・
匡
Ｅ
肯
邑
澤
舅

一

Z
っ
た
ん
で
す
が
、
描
き
始
め
た
の
は

昭
和
四
十
年
で
、
な
ん
と
な
く
掴
い

て
み
た
ら
、
あ
る
人
に
『
い
い
絵
だ

ね
』
と
い
わ
れ
て
描
く
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
。
日
本
画
で
す
け
ど
ね
。

水
彩
絵
の
具
を
使
っ
て
ま
す
け
ど
、

自
己
流
な
ん
で
す
よ
。
」
と
鈴
木
猷

域
会
ノ
し
。

i

鈴
木
さ
ん
は
、
現
在
七
十

…
Ｉ
絵
は
、
小
さ
い
時
か

Ｌ

レ 〕

Z__"
七 鈴けとﾞ にい く

さん歳 水どねな絵棚
で 猷 、 。 つだい

…霞～=麹鞠…鐸一口一=

公民館で学ぶ

鍵躍蕊鐵蕊ー

瀞可隠XI

口
自
然
の
わ
ら
い

健
康
に
最
適

高
齢
者
学
級
軽
ス
ポ
ー
ツ

「
民
謡
な
ど
を
唄
っ
て
体
を
側
か
す

民
謡
体
操
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的

な
軽
い
基
本
体
操
な
ど
が
中
心
で
す
凶

と
宇
佐
美
一
夫
さ
ん
。

宇
佐
美
ざ
ん
は
、
高
齢
者
学
級
怪
ス

ポ

ヅ
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
で
あ
る
。
こ

の
ク
ラ
ブ
は
、
六
年
前
か
ら
結
成
さ
れ

老
人
学
級
、
大
学
、
大
学
院
生
が
一
緒

に
な
っ
て
幟
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
会
貝
は
、
八
十
一
名
で
、
男
十
二

名
、
女
六
Ｉ
九
名
。
最
年
長
は
、
七
十

七
歳
で
大
内
真
一
さ
ん
と
金
沢
留
男
さ

ん
の
二
人
。

「
わ
ら
い
を
ま
ぜ
た
連
動
な
ん
で
す

よ
。
全
員
が
腹
の
底
か
ら
わ
ら
い
が
出

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
も
い

い
そ
う
で
す
か
ら
。
…
・
・
。
｜
と
小
林
ト

メ
さ
ん
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
二
、
第
三

第
四
金
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
二
時

ま
で
、
市
民
体
育
館
を
利
用
し
て
い
る
ゞ

脂
尊
者
は
、
林
崎
和
ｆ
さ
ん
。

「
と
て
も
楽
し
い
。
手
足
を
動
か
し

て
体
が
軟
ら
か
く
な
っ
た
み
た
い
。
背

筋
が
伸
び
た
よ
う
な
感
じ
で
、
い
た
っ

て
雌
眼
で
す
わ
ど
と
術
沢
制
男
さ
ん
。

「
お
手
ま
き
会
場
跡
地
や
小
滝
沢
キ

ャ
ン
プ
場
、
小
木
津
の
自
然
公
園
な
ど

で
も
野
外
運
動
を
す
る
ん
で
す
よ
。
ク

ロ
ヅ
ヶ
ー
を
し
て

。

と
宇
佐
美
ざ
ん
。

ダ
ン
ス
や
踊
り
で

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

蓬
莱
会
軽
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
フ

「
は
げ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
さ
け
て
い

ま
す
。
年
寄
り
で
す
か
ら
・
・
・
…
。
ま
た

心
臓
に
も
悪
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
稗

い
ダ
ン
ス
と
か
、
お
ど
り
が
中
心
で
す

ね
ば
と
飯
烏
徳
次
郎
さ
ん
。

飯
島
さ
ん
は
、
蓬
莱
会
軽
ス
ポ
ー
ゾ

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は

高
齢
者
学
級
の
大
学
院
卒
業
生
に
よ

る
ク
ラ
ブ
の
柴
リ
で
、
今
年
の
五
月
に

結
成
。
会
員
は
、
男
六
名
、
女
二
十

名
釣
計
二
十
六
名
。
最
年
長
は
、
八
十

一
歳
の
小
林
み
や
さ
ん
と
鈴
木
重
忠
さ

ん
。

「
草
津
、
ド
ン
パ
ン
節
な
ど
を
唄
い

I
ー

I

Iな
が
ら
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
、
二
人

紺
の
ダ
ン
ス
を
し
た
り
…
：
．
と
て
も
楽

し
い
ん
で
す
よ
。
体
が
ほ
ぐ
れ
て
健
康

に
は
一
番
い
い
で
す
ね
凸
と
大
森
こ
う

さ
ん
は
い
う
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
一
と
第
三

月
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
’
一
時

三
十
分
ま
で
、
巾
民
体
育
館
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
。
指
導
者
は
、
林
岫
和
子

さ
ん
。「

祭
り
前
は
、
市
民
ば
や
し
か
中
、
Ｌ

で
し
た
。
祭
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
よ
。

高
血
圧
が
下
が
る
よ
う
な
連
動
の
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
方
か

い
い
方
だ
か
ら
こ
の
日
が
楽
し
み
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
食
事
に
は

虹
を
付
け
て
い
ま
す
け
ど
…
…
Ｊ
と
漣

辺
庄
さ
ん
は
い
う
。

小・中学校の運動会のお知らせ

9 月 7 H (日） 松岡中学校

14 1三’ （日） 君IⅡ小学校・君l l I中学校

21 11 （日） 松岡小学校・高萩｢↑'学;佼

祉| ｜中学校

28日 （日） 高萩小学校・秋山'1､学校

枇川小学校

10月 5 1 I (日） 東小学校

I
イ
1

／

イ
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朝
起
き
て
新
聞
に
目
を
通
す
と
、
一
い
て
は
、
や
、
も
す
る
と
人
間
関
係
の

日
と
し
て
犯
罪
記
事
の
な
い
日
は
あ
り
連
帯
意
識
が
稀
薄
に
な
り
、
利
害
得
失

ま
せ
ん
。
年
を
追
う
ご
と
に
犯
罪
も
凶
か
な
け
れ
ば
、
わ
れ
関
せ
ず
の
傾
向
か

悪
化
し
、
無
差
別
に
い
わ
れ
な
い
理
由
兄
受
け
ら
れ
る
の
も
一
つ
の
原
因
と
な

で
犠
牲
に
な
る
諄
良
な
一
般
市
氏
が
多
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
よ
う
で
す
。
か
つ
て
は
隣
同
志
、
地
域
剛
志
が
た

こ
の
よ
う
に
多
発
す
る
犯
罪
は
、
社
が
い
に
助
け
合
い
励
ま
し
あ
い
、
ま
た
、

会
の
ど
こ
に
欠
陥
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
相
手
の
立
場
を
た
て
る
人
情
、
友
情
も

近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
、
低
年
齢
強
か
っ
た
。
連
帯
が
薄
く
な
る
に
し
た

層
化
か
報
告
さ
れ
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
．
が
っ
て
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
で
、

非
行
か
多
発
す
る
要
因
は
、
種
々
あ
非
行
が
行
わ
れ
て
い
て
も
「
わ
れ
関
せ

る
で
し
ょ
う
か
、
現
代
文
明
社
会
に
お
す
」
で
あ
り
、
大
損
に
至
り
そ
の
渦
中

認
好
評
／
・
親
子
見
学
会

７
月
と
８
月
に
２
回
行
う
予
定
だ
っ

た
〃
目
で
み
る
市
政
教
室
〃
は
、
希
望

者
が
多
く
、
４
回
行
い
計
別
名
が
参
加
。

好
評
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
感
想
は
、

「
こ
ん
な
所
も
あ
っ
た
ん
で
す
か
ぜ

「
ゴ
ミ
の
川
し
〃
、
み
ん
な
か
協
力
し

な
い
と
い
け
な
い
わ
れ
ご
と
一
言
。

口

子
供
会
キ
ャ
ン
・
フ
に
那
名

さ
る
８
月
２
日
と
３
日
の
２
日
間
、

束
小
校
庭
で
子
ど
も
会
夏
季
幹
部
講
習

会
が
行
わ
れ
、
３
７
８
名
の
子
供
会
員

が
参
加
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
野
外
生
活
を
過

ご
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
た
ｉ
ど
も
の

研
修
は
、
今
年
で
妬
回
目
で
す
。

ー

自
然
の
家
で
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

さ
る
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３

泊
４
日
、
麻
生
町
の
県
立
白
浜
少
年
自

然
の
家
で
、
「
少
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

か
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
中
央
公
氏
館
が

淵
い
た
も
の
で
参
加
折
は
、
小
・
巾
喉

生
卵
満
。
「
反
人
が
で
き
た
」
「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
体
験
を
一
言
。鱗

釧
蝿

に
置
か
れ
て
、
は
じ
め
て
大
騒
ぎ
す
る
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
市
内
全
域
に
つ

こ
と
か
な
い
た
ろ
う
か
、
の
行
動
に
は
、
限
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
い
て
は
、
目
か
届
か
な
い
の
で
、
高
萩

私
達
青
少
年
相
談
貝
は
、
各
自
忙
し
の
悩
み
を
毎
月
定
例
会
を
開
い
て
情
報
市
を
犯
罪
非
行
の
な
い
明
る
い
健
全
な

い
職
業
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
を
明
る
を
交
換
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
態
を
把
街
に
す
る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
方

く
健
全
社
会
に
す
る
た
め
日
夜
努
力
を
握
し
、
協
同
で
青
少
年
の
よ
い
杣
談
役
の
ご
協
力
が
必
要
な
の
で
、
こ
の
ほ
ど

一
地
域
社
会
の
｜
と
し
て
健
全
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
枡
談
梢
を
市
内
十
か
所
に
設
置
し
ま
し

連
帯
意
識
を
一
ま
た
、
民
生
善
貝
や
大
型
商
店
継
営
た
．
こ
の
相
談
箱
は
、
青
少
年
の
善
行

一
者
の
方
々
と
の
話
し
合
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
や
、
非
行
行
為
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の

高
め
よ
う
／
、

一
外
補
導
員
、
各
学
校
の
先
生
、
警
察
官
青
少
年
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

圭
青
少
年
相
談
員

一
な
ど
と
街
頭
補
導
を
行
い
、
青
少
年
の
た
だ
く
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

連
絡
協
議
会
副
会
長

松
本
基
一
誰
塗
嶮
錘
環
餓
聯
帷
啼
恥
湖
畔
岬
心
部
情
勢
畔
蛙
歸
斗
咋
稚
郁
銅
準
岬
弛
州
か
ぁ

Ｉ
ｑ
１
．
１
．
１
■
・
Ｉ
①
・
０
４
．
０
①
■
０
‐
Ｉ
ｈ
ｌ
ｑ
‐
Ｉ
ｑ
‐
Ｉ
・
Ｉ
１
Ｉ
ｑ
ｌ
ｑ
Ｉ
①
ｌ
ｈ
０
ト
ー
ト
日
！
■
ｌ
■
１
．
１
．
．
１
』
Ｉ
・
Ｇ
ｇ
ｐ
０
■
Ｉ

）

熱
戦
ノ
地
区
対
抗
の
球
技
会
ハ
ヅ
ス
ル
し
た
豆
剣
士

さ
る
８
月
加
日
、
高
中
校
庭
で
市
内
さ
る
８
月
劉
日
、
市
民
体
育
館
で
、

小
学
校
の
地
区
対
抗
球
技
大
会
が
開
か
第
一
回
市
内
剣
道
錬
成
大
会
が
開
か
れ

れ
ま
し
た
・
参
加
チ
ム
は
ソ
フ
ト
配
、
チ
ビ
ヅ
子
剣
士
な
ど
１
２
０
名
が
参
加

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
蛇
の
計
“
チ
ー
ム
。
し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
よ
ブ
ロ
ッ
ク
別
）
優
勝
は
、
○
小
学
生
（
団
体
）
若
葉
剣

ゾ
フ
ト
⑧
松
岡
Ａ
、
⑧
嵩
浜
Ｂ
、
、
駒
土
会
Ａ
、
○
中
学
生
（
仙
人
）
倉
島
秀

水
原
、
⑪
松
岡
Ｂ
、
ポ
ー
ト
④
汀
塚
、
喜
、
井
坂
恵
理
子
、
○
高
校
生
（
個
人
）

⑧
高
浜
Ａ
、
。
烏
名
Ｂ
、
⑪
君
田
久
貝
秀
一
郎
、
山
下
直
美
さ
ん
で
し
た
。
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い
ま
す
．

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
七

七
年
、
上
院
の
栄
養
所
要
量
特
別
委

員
会
が
「
ア
メ
リ
カ
の
食
事
目
標
」

を
発
表
し
、
国
を
あ
げ
て
成
人
病
の

予
防
に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。

こ
の
成
人
病
予
防
の
た
め
の
食
事

目
標
で
は
、
脂
肪
や
砂
糖
の
取
り
過

ぎ
を
改
め
、
お
米
や
麦
な
ど
の
炭
水

アメリカでは

そ
ろ
そ
ろ
新
米
の
出
回
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
主
食
ｌ
米
の
消
費
量
は
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
の
年
間
一
人
平

均
百
十
八
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
ピ
ー
ク
に
、
以
後
、
年
々
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
米
は
自
給
力
一
○
○
％
の
う
え
、
栄
養
価
は
高
く
、
わ
た
し

た
ち
日
本
人
の
主
食
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
米
の
季
節
を
む
か
え
、
〃
見
直
さ
れ
る
米
〃
を
三
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

成人病の予防に勧める
見
頂
さ
れ
る
米
Ｉ

つ
に
、
肥
満
や
糖

尿
病
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
の
増

加
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
成

人
病
に
つ
い
て
は
、

臨
床
的
な
治
療
は

あ
ま
り
効
果
か
期

待
で
き
ず
、
食
事

を
中
心
と
す
る
予

防
が
最
も
有
効
的

で
あ
る
と
さ
れ
て

Ⅲ
″
ヵ
の
悩
み
の
一

医
学
水
準
が
高

く
、
医
療
先
進
国

と
い
わ
れ
る
ア
メ

化
物
（
デ
ン
プ
ン
質
）
の
摂
取
量
を
、

こ
れ
ま
で
の
約
二
陪
に
増
や
す
こ
と

を
勧
め
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
摂

取
カ
ロ
リ
ー
の
う
ち
約
六
割
を
炭
水

化
物
で
、
約
三
割
を
脂
肪
、
残
り
を

タ
ン
パ
ク
質
で
摂
取
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
し
て
い
る
の
で
す
。

で
は
、
日
本
人
の
食
生
活
は
ど
う

か
と
い
い
ま
す
と
、
ご
飯
を
主
食
と

し
、
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
を
副
食
に

幅
広
く
栄
養
を
摂
取
し
て
お
り
、
厚

、日本･米国の食事内容の比較
アメリカ人の アメリカ人 日本人の

現在の食事 の食事目標 現在の食事

３
５

Ｗ
事
、
２
／
、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ

2％

不飽和

I植物' 生）

路

ー

指肪42

(Ⅱ

雲
賀
妬

ク
％
水
物
ル
ト

パ
尼
食

ン
炭
化
く

夕
Ⅱ
本
人
の
血
禍
は
墹
棚
詔
年
度
圃
民
栄
侭

拘
在
に
よ
り
概
算
‐
し
た
も
の
で
す
ゞ

砂
柵
は
家
庭
で
砂
轆
と
し
て
慨
収
し
て
い

る

最

め

み

を

麦

二
、
い
ま
す
ゞ

あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
成
人
病
予
防
や
ダ
ィ

エ
ッ
卜
食
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

米
が
、
日
本
で
は
消
費
が
減
退
し
て

い
る
と
い
う
の
は
何
と
も
皮
肉
な
話

て
す
。米

食
を
中
心
に
し
た
食
生
活
。
そ

し
て
、
理
想
的
な
栄
養
；
ハ
ラ
ン
ス
を

改
め
て
冴
え
直
し
て
み
た
い
も
の
で

＋
ｎ
ｙ
ｏ 生

省
の
国
民
栄
養
調
査
を
兇
ま
し
て

も
、
脂
肪
二
三
％
、
タ
ン
パ
ク
質
一

五
％
、
炭
水
化
物
六
二
％
と
、
ほ
ぼ

理
想
的
な
栄
養
摂
取
バ
ラ
ン
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
理
想
的
な
栄
養

摂
取
〃
ハ
ラ
ン
ス
も
〃
米
離
れ
〃
や
脂

肪
の
慨
取
量
の
増
加
で
く
ず
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
〃
米
離

れ
〃
や
脂
肪
の
摂
取
量
が
増
え
る
と

第
二
の
ア
メ
リ
カ
に
な
る
可
能
性
も

６

灰
水
化
合
物
複
合
体
解６

〉

臣1
砂の食栂7に見る｜ ｜ボ食押庁'デ 糖2受

ーー

’
八
九
七
年
ご
ろ
ま
で
は
、
よ
く
繁

っ
た
イ
ブ
キ
林
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

手
続
き
を
経
て
、
十
二
本
伐
採
し
た
り

盗
伐
に
あ
っ
た
り
し
て
、
十
九
本
だ
け

に
な
っ
た
㈲
中
に
は
周
囲
四
・
三
Ｍ
、

高
さ
十
九
Ｍ
も
あ
る
も
の
も
あ
り
、
古

書
に
「
手
綱
鋤
浜
に
イ
ブ
キ
あ
り
、
龍

の
如
く
虎
の
如
し
」
と
あ
り
、
つ
ま
り

「
こ
の
山
な
り
」
・
…
：
な
ど
と
い
っ
た
意

味
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

捌
齢
は
Ⅲ
百
年
く
ら
い
と
言
わ
れ
て

い
つ
わ
。む

か
し
は
、
高
戸
、
赤
浜
海
岸
の
が

け
に
、
二
～
四
Ｍ
の
イ
ブ
キ
か
自
生
し

て
い
た
と
古
老
は
言
う
。
み
な
植
木
用

と
し
て
持
ち
去
ら
れ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
こ
の
イ
ブ
キ
樹
そ
う
に
も

指
定
当
時
、
小
水
も
実
生
も
見
ら
れ
た

と
聞
い
て
い
る
か
、
現
在
は
一
本
も
兇

当
ら
な
い
。
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＆

一
－

ー

高
萩
市
の
海
岸
線
を

南
は
ず
れ
ま
で
行
く
と
、

波
打
ぎ
わ
よ
り
十
脈
と

は
な
れ
な
い
と
こ
ろ
に

国
指
定
の
天
然
記
念
物

で
あ
る
「
い
ぶ
き
山
の

イ
ブ
キ
樹
そ
う
」
が
あ

う
（
》
。

一
九
二
三
年
発
行
の

常
陸
多
賀
郁
史
に
よ
れ

み
‐
牛
。
。
。
、
。
、
○

イ

キ
樹
そ
う

植
生
の
変
化
、
自
然
淘
汰
（
し
ぜ
ん

と
う
た
）
と
い
っ
た
例
で
も
あ
ろ
う
が
、

儲
ま
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

あ
る
。い

ま
か
ら
六
十
年
前
に
指
定
を
受
け

ら
れ
た
の
で
、
こ
の
樹
そ
う
に
は
、
い

ま
、
か
ろ
う
じ
て
九
本
の
イ
ブ
キ
か
い

き
を
つ
き
続
け
て
い
る
。

自
然
の
保
護
が
、
い
か
に
た
い
せ
つ

で
あ
り
、
ま
た
、
い
か
に
肘
難
な
問
題

で
あ
る
か
を
、
「
イ
ブ
キ
樹
そ
う
」
の
歴

史
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
く
れ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

い
ぶ
き
山
で
最
も
太
い

イ
ブ
キ
樹
の
株
木

』》一へ
－一

(8)
霧
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「
龍
子
山
記
」
に
よ
る
と
、
春
雄
は

永
徳
年
中
に
管
領
上
杉
氏
満
に
滅
ぼ
さ

れ
た
小
山
城
主
小
山
下
野
守
義
政
の
遠

孫
、
小
山
小
次
郎
を
赤
浜
妙
法
寺
に
あ

ず
け
て
養
っ
て
い
た
。
春
雄
は
短
命
で

嗣
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
家
老
の
伊
勢

入
道
長
祐
の
は
か
ら
い
で
小
山
氏
を
春

雄
の
嗣
と
し
、
龍
子
山
城
主
と
し
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
菅
股
城
の
大
塚
掃
部
介

地
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
あ
る
な
ど

「
頭
金
百
万
円
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
」
不
動
産
広
告
を
「
お
と
り
広
告
一
と
し
の
理
由
で
家
が
建
て
ら
れ
ず
、
宅
地
と

「
緑
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
地
」

な
て
、
七
月
一
日
か
ら
規
制
に
乗
り
出
し
し
て
売
買
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
不
動
産
広
告
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
し
く
表
示
し
て
い
る
場
合
で
す
。

と
こ
ろ
が
広
告
に
つ
ら
れ
て
行
っ
て
規
制
の
対
象
と
な
る
不
動
産
の
「
お
こ
の
ほ
か
に
も
、
宅
地
が
道
路
に
接

み
る
と
、
広
告
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
と
り
広
告
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
し
て
い
な
い
、
高
圧
線
の
下
に
あ
る
、

代
物
だ
っ
た
り
、
ほ
か
の
土
地
や
建
物
が
あ
り
ま
す
。
家
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
土
地
、
建
物

を
売
り
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
①
実
際
に
は
存
在
し
な
い
物
件
の
表
に
重
大
な
欠
陥
か
あ
り
、
そ
の
ご
と
が

り
ま
す
。

広
告
は
、
客
寄
せ
の
た
示
チ
ラ
シ
、
ビ
ラ
な
ど
で
広
告
し
た
広
告
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は

め
の
〃
お
と
り
〃
だ
っ
た
の
で
す
。
土
地
、
建
物
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
、
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
広
告
で
は
「
駅
か
ら
五
分
」
と
あ
る
の
③
売
る
意
思
の
な
い
物
件
の
表
示

な
消
費
者
に
誤
認
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
に
、
自
動
車
で
行
っ
て
も
三
十
分
か
か
条
件
の
よ
い
広
告
に
つ
ら
れ
て
行
っ
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丈
帳
ゞ
鱸
蕊
椴
澱
灘
蕊
蕊
蕊
零
附

去
伊
勢
入
道
長
祐
を
殺
し
、
龍
子
山
城
主
し
か
し
、
「
春
雄
」
が
「
岳
雄
」
の
Ⅲ

、、象
私
貢
過
匂
田
と
な
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
読
み
違
い
だ
と
す
れ
ば
、
春
雄
（
梅
翁
）
Ⅲ

《
塵
岼
一
に
春
雄
を
梅
翁
と
も
言
伝
え
た
、
と
し
、
に
関
す
る
話
は
、
全
く
問
題
に
な
ら
な
州

誇
十
志

１１０
，
か
、
妙
咽
一
説
に
は
、
霞
羽
は
車
夕
斉
と
桜
井
で
い
こ
と
に
な
る
。

ＩＤ
令
叩
浜
合
戦
し
夕
斉
の
矢
に
当
っ
て
討
死
し
た
川

嘩
〃
卜
⑱
赤

の
で
、
小
山
氏
を
梅
翁
の
嗣
と
し
た
、

と
あ
る
。

「
龍
子
山
記
」
に
よ
る
と
、
春
雄
は
こ
れ
ら
の
話
は
、
「
常
北
異
聞
」
や
一

水
徳
年
中
に
管
領
上
杉
氏
満
に
減
ぼ
さ
そ
れ
を
参
考
に
し
た
「
松
岡
地
理
誌
」

孔
た
小
山
城
主
小
山
下
野
守
義
政
の
遠
に
う
け
つ
が
れ
て
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と

淀
小
山
小
次
郎
を
赤
浜
妙
法
寺
に
あ
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
二
年
に
一

す
け
て
養
っ
て
い
た
。
春
雄
は
短
命
で
発
行
さ
れ
た
「
多
賀
郡
史
」
で
は
、
あ
》

刷
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
家
老
の
伊
勢
た
か
も
、
歴
史
的
事
実
の
よ
う
に
取
扱
一

八
道
長
祐
の
は
か
ら
い
で
小
山
氏
を
春
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
大
き
な
影
響
を

唾
の
嗣
と
し
、
龍
子
山
城
主
と
し
た
。
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ

て
れ
を
知
っ
た
菅
股
城
の
大
塚
掃
部
介
か
ら
県
北
の
郷
土
史
愛
好
家
の
間
に
は
、

龍
虎
山
記
（
彰
考
館
所
蔵
）
川

鑿鵡扇
'''''''''''''1lllllllllllllllllllⅡlllllll川Ⅱ|lllllllllllllllllIlllllllll’

不
当
表
示
の
規
制I

気

＆
忽
函
打
誕
唾
羅
褐
壁
画
」

ー

る
所
に
あ
る
な
ど
の
、
架
空
物
件
の
表

示
で
す
。

②
売
買
で
き
な
い
物
件
の
表
示

広
告
に
あ
る
土
地
、
建
物
が
他
人
の

所
有
物
で
あ
る
場
合
や
、
土
地
が
、
農

10月の日曜診療のお知らせ て
み
る
と
、
案
内
を
拒
否
さ
れ
た
り
、

「
も
う
売
れ
ま
し
た
」
と
か
、
水
は
け

の
悪
い
土
地
だ
と
か
、
自
殺
者
の
出
た

家
だ
と
い
っ
て
、
業
者
が
ほ
か
の
物
件

を
勧
め
る
場
合
で
す
。
以
上
の
よ
う
な

表
示
は
「
お
と
り
広
告
」
と
し
て
取
り

締
ま
り
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
◇

く
わ
し
い
こ
と
は
、
公
正
取
引
委
員

会
事
務
局
、
取
引
部
景
舳
表
示
指
導
課

（
電
話
○
三
’
五
八
二

五
四
五
八
）

ま
た
は
、
地
方
事
務
所
の
担
当
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

優
同
熊
地
利
〕

善
意
銀
行
へ

｜
鈴
木
菫
忠
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

お
見
舞
返
し
省
略
分

一
五
○
、
○
○
○
円

｝

一

19日 全生堂医院本 川

時間は午前9時から午後4時まて

－一

1
一一一－ － 三

55年秋の全国交通安全運動
9月21日（日）から9月30B(火）までの1 0日間

重動のスローガン＝ 運動の重点

横断は./一度止まって右・左 ○安全運転の確保、 とくに無謀運転の防止

交差点./一時停止と安全確認 ○歩行者、 とくにお年寄りと子どもの事故防1

カ ブ／速度おとして安全運転 ○自転車、バイクの安全運転

※この期間中は、 とくに無謀運転、暴走族対策として「暴走をしない、 させない、ゆるさない-」の

趣旨の徹底を図') 、地域・職場・学校・家庭などが一体となって追放運動を強化していきます。

＝

１
１
１
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
七

1

一三
－ 一 一－ー＝■＝－－－－＝

(9)

5日

12日

樫村医院

内田病院

十王医院|十王町友部

大和町

大和町

(2)3156

(2)2137

029332）

3266

26日 ｜樋渡医院|大和町 (2)2202

(2)2306
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崇鋳

1○月の自主文化事業

歌舞伎公演（中村歌右衛門lまか）

とき： 1○月1○日（金）開演1 1時S○分

ところ：高萩市文化会館

入場料倉 S2,S○○円A2，S○○円

B2，○○○円立見席1 ，○○○円

入場券発売所＝田所＝店、 イ中屋＝店、ナオイ、

文化会館

11月の自主文化事業

劇団p~q季「はだかの王様」

とき： 1 1月2S日（金）

※開演時間、入場料などは1○月号でお知らせ

します。

蕊溌蕊 1；

…

ベ
ュ
爵

～……－
弾 蟻

｡

鐸

幾樹熱‘

I
秋の浜
涼しかった三も去って、いよいよ二学期が始まった。 三

＝

人影のまばらな海辺は寂しく、すっかり秋の色に変り、 三
三

三

大咲浪の波頭も、 段と高まりを見せている。 ＝
これから台風のシーズンに入るが、今年も無事を祈り 三

；＝

秋浜の大きく濡るる波のあと風生 ＝たい。 三
絵と文・伊藤龍馬 三

三

' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l lを

げ勺

里

誹

嘩

封

■

軍

み
な
さ
ん
方
の
身
近
に
あ
っ
て
役
所

や
公
社
・
公
団
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

苦
情
や
要
望
な
ど
の
解
決
を
図
る
行
政

相
談
会
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
悩
み
ご
と
や
心
配
ご

と
な
ど
を
お
も
ち
の
方
は
、
人
権
相
談

会
に
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。
相

談
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
か
ら
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

と
き
岨
月
週
日
（
月
）
午
前
皿

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

大
会
議
室

一
般
市
民
の
方
を
対
象
に
塩
の
正
し

正
し
い
塩
の
使
い
方
と

つ
け
も
の
講
習
会

周

行

政

相

談

人
権
相
談
へ
ど
う
ぞ

■文化会館をご利用ください。

文化会館|こはホルのほかに会議室や展示室が
あり、市民のみなさんが気軽|こ利用できるよう|こ

なっています。会議室はso名程度の会合、研1|多
会、商言炎などに利用できます。まだ展示室は可動
式展示パネルを設備し、美術工芸などの展示、そ
の他商品の展示販売など|こ利用できます。

※利用についての問い合わせは、高萩市文イヒ会館
（③－ア41 1）へとうそ。

創
哩
ザ
ー
凸
曲

1

’ ’

４
八
Ｊ
宇
宙
Ｊ
虻
中
呼
騨
瞭
聴
埴
ｒ
用
到
ｒ
評
副
５
画
繭
宇
智
鴫
出
ば
・
甲
、
錨
脚
脚
沁
離
血
盟
心
静
思
剖
戦
廻
蹄
部
轆
矧
創
墓
藍
守
哺
段
ち
既
目
鼻
に
晶
隣
割

△ △ △ △ △ △

働く若人の憩いの広場勤労＝少年ホムでは、

今年度後期の各種教室を開きます。 ノふるってご利

用ください。

○利用者は

高萩市内|こｲ主まいの方、まだは勤務先を盲す

る色ら歳末満の勤労言少年です。

○申し込みは－

教室受講申し込み害|こ記入のうえ、 9月21

日まで|こ直接ホームで手続きしてください。平

日は午前g時から午後99寺まで。日曜日は午後

5時まで。 （月曜日・祝日はｲ木館日です｡）

○二隼する教室

』
父
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
な
く

ど
う
ぞ
。
専
門
の
相
談
貝
が
親
身
に
な

っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
は
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
午
後
４

時
刈
分
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

い
仙
い
″
と
つ
け
も
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
拭
軽
に
参
加
し
て
く
芳

蚤
』
い
・

▽
と
き
９
月
別
日
（
水
）

午
後
１
時
訓
分

▽
と
こ
ろ
高
萩
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
会
議
室

▽
消
帥
大
和
食
品
工
業
Ｋ
Ｋ

高
木
敏
行
先
生

※
出
恥
者
全
員
の
方
に
ク
ッ
キ
ン
グ
ソ

ル
ト
ー
個
と
テ
キ
ス
ト
を
差
し
上
げ
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

無
料
の
交
通
事
故
相
談
一

気
軽
に
ご
利
用
を
一

ー

○

教室名 鶉講期間 曜日 時 間 募集人三

茶道教室 火 2○

肇婆Ⅷf懸局圭讓薑崎藁
いけ花塞 金 2○

まだ、勤労言少年ホームではスポーツ、レクリ

エションなどのサークル及びクラブの会員を蟇

っています。気軽に参加してください。クラブの

新設など歓迎します

○活動中のクラブは

火 三○

｜壷壷に

ラレ
′，

Ｓ蛍
一回

侶月
く○

木天

いけ花塞

弁
護
士
相
談
日
は
毎
週
水
曜
日
午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

水
戸
市
南
町
三
’
四
’
五
七

水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
四
階

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
○
二
九
二
二
六
一
六
九
三

一
法
律
の
無
料
相
談
一

の
お
知
ら
せ
一

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
「
法
の

日
」
週
間
で
す
。
そ
こ
で
法
律
の
無
料

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
と
き
如
月
１
日
（
水
）
「
法
の
日
」

午
前
的
時
か
ら
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
日
立
市
民
会
館

○
相
談
内
容
不
動
産
登
記
・
商
業
、

法
人
登
記
・
供
託
・
訴
訟
な
ど
に
関

す
る
こ
と
。

○
相
談
員
茨
城
司
法
耆
士
会

彦
当
別

場 所

高萩テニスコート

ホム体育室

ホム講習室

ホム体育室

勤労青少年ホム「利用者友の会

んが自由|こ交流のできる健全な基し

実施しております。

仲間たちが、みなさんを侍ってし、

ではみなさ

,Vラーを毎目

まず。

(10）

クラフ名 ｜活動E
テニスクラブ｜毎凋日曜E

卓球クラフ’ 火曜日

ワーンズ／フ ラブ’ 木曜E

バドミントンクラブ’ 土曜E


